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§１．研究開発実施体制  

 
（１）「研究開発代表者」グループ（東京大学） 

① 研究開発代表者：浦野 泰照 （東京大学・大学院薬学系研究科、医学系研究科、教授） 

② 研究項目 

・新規寿命特性を持つ色素群の開発 

・新規寿命特性に基づく、がんイメージング蛍光・光音響プローブの開発 

・新規 activatable 型がん光治療プローブ、プロドラッグ型抗がん剤の開発 

 

§２．研究開発成果の概要  

本提案では、基底状態では開環構造と閉環構造の２つの平衡状態にある色素分子であり、これ

がトリガー光照射によって一過的な非平衡状態へと移行し、ここから特定の緩和時定数で平衡状

態に戻る新規「寿命」特性を有する蛍光有機小分子、吸光有機色素を精密に設計・開発する。より

具体的には探索研究期間内に、トリガー光照射によって一過的な非平衡状態を生成する spiro 環

化型蛍光・光音響色素を開発し、また分子内置換基の求核性を精密に制御することで、非平衡状

態からの緩和寿命が msec のものから sec オーダーのものまで、同一蛍光波長で異なる寿命を示

す分子骨格開発を達成する。本年度は、昨年度に開発した photochromic 特性を有する新規色素

分子をビーズにラベルし、蛍光顕微鏡下でイメージングによって目的機能の検証を行った。さらに

各種ターゲット部位を導入した誘導体を合成し、生細胞の特定オルガネラに色素を集積させ、この

蛍光がトリガー光照射によって増大すること、また一定の時定数を持って減衰することを確認し、

always-on 型の色素との共投与によって、同一波長の蛍光観察で２種類の色素由来のシグナルを

明確に弁別することにも成功した。 

新たながんイメージング・治療プローブの開発によるセラノスティクス医療創成研究に関しては、

蛍光プローブライブラリーを活用して臨床外科医と共同して有効ながんバイオマーカーのスクリー

ニング探索を行い、肺がんに関しては英語原著論文を公表し、卵巣がん腹膜播種に関しては有効

な新規プローブの発見と責任酵素の同定を完了した。プロドラッグ型抗がん剤開発については、

独自の分子骨格の構築に成功し、生細胞系、in vivo モデル動物系での機能検証を完了した。 
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